
平
岡
レ
ー
ス
（
株
）
の
倒

産
に
よ
っ
て
売
却
の
対
象
と

な
っ
て
い
た
山
手
町
用
地
を

飯
能
市
土
地
開
発
公
社
が
、

約
２
１
億
円
で
取
得
し
た
の

が
平
成
１
１
年
４
月
。
現
在

は
、
利
子
や
事
務
費
を
含
め

て
約
２
４
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
取
得
の
目
的
は
、

『
良
好
な
文
教
ゾ
ー
ン
の
形

成
』
と
し
て
当
時
、
近
隣
の

自
治
会
か
ら
も
土
地
の
取
得

と
図
書
館
建
設
を
求
め
る
陳

情
書
が
議
会
に
寄
せ
ら
れ
取

得
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、

土
地
の
利
用
に
つ
い
て
庁
内

検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

議
会
で
も
新
図
書
館
の
建
設

を
求
め
て
活
発
な
一
般
質
問

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
都
市
計
画
道
路

「
川
寺
上
野
線
」
の
計
画
で

第
一
保
育
所
の
園
庭
が
大
き

く
か
か
る
こ
と
か
ら
第
一
保

育
所
の
移
転
先
と
し
て
も
位

置
づ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

取
得
１
２
年
目
に

や
っ
と
事
業
化

土
地
開
発
公
社
が
山
手
町

用
地
を
取
得
し
て
か
ら
１
２

年
目
に
し
て
や
っ
と
事
業
化

に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
間
、
取
得
の

た
め
の
基
金
を
設
置
し
て
１

８
億
円
ま
で
積
み
立
て
て
き

た
も
の
で
す
。

ま
た
、
土
地
利
用
に
あ
た
っ

て
の
面
積
割
り
に
つ
い
て
は
、

市
民
会
議
の
提
言
や
審
議
会

で
の
意
見
交
換
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
当
初
、
議
会
に
出

さ
れ
た
市
の
提
案
は
、
半
分

以
上
が
公
共
事
業
の
た
め
の

代
替
地
で
し
た
。
共
産
党
と

し
て
は
、
本
来
取
得
目
的
通

り
に
全
面
的
に
文
教
ゾ
ー
ン

と
し
て
生
か
す
の
が
ス
ジ
で

す
が
、
「
文
教
ゾ
ー
ン
に
ふ

さ
わ
し
い
十
分
な
面
積
」
を

確
保
す
る
よ
う
繰
り
返
し
求

め
て
き
て
現
在
の
よ
う
な
計

画
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

土
地
購
入
の
内
訳
と
建
設

費
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で

す
。

山
手
町
用
地
土
地
購
入
費

・
総
合
保
育
施
設
建
設
用
地

３
億
９
１
４
５
万
４
千
円

・
道
路
用
地

３
億
５
８
５
４
万
３
千
円

・
新
図
書
館
建
設
用
地

７
億
７
０
１
５
万
３
千
円

・
代
替
地
等
用
地

９
億
０
０
９
８
万
８
千
円

合
計

２
４
億
２
１
１
３
万
８
千
円

新
図
書
館
建
設
事
業

平
成
２
３
年
：
建
設
・
管

理
委
託
費
約
１
０
億
円

平
成
２
４
年
：
太
陽
光
設

備
費
等
１
億
８
０
０
０
万
円

総
合
保
育
施
設
建
設
事
業

平
成
２
３
年
：
約
４
億
３

５
０
０
万
円

平
成
２
４
年
：
約
３
億
４

０
０
０
万
円

２
５
日
、
飯
能
市
営
住
宅

審
議
会
が
開
か
れ
、
入
居
状

況
と
今
後
の
課
題
等
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

飯
能
市
の
市
営
住
宅
は
、

８
団
地
７
８
１
戸
、
２
１
年

４
月
１
日
現
在
の
入
居
戸
数

は
６
８
２
戸
、
入
居
率
９
３
・

８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
実

質
空
き
家
は
１
８
戸
で
す
が

修
繕
を
し
て
順
次
斡
旋
し
て

い
ま
す
。
入
居
の
状
況
は
６

５
歳
以
上
の
高
齢
世
帯
が
２

１
０
世
帯
（
単
身
・
世
帯
合

わ
せ
）
が
３
０
・
８
％
、
障

害
者
世
帯
も
多
数
入
居
し
て

い
る
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。山

田
利
子
市
議
は
、
災
害

時
の
救
済
や
万
が
一
の
対
応

に
つ
い
て
、
命
と
健
康
を
守

る
の
も
担
当
課
の
役
割
、
他

の
担
当
課
と
も
連
携
し
て
、

入
居
者
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
求
め
ま
し
た
。

入
居
者
の
意
向
を
ふ

ま
え
て
移
転
補
償
を

築
５
５
年
以
上
の
前
原
団

地
は
土
地
区
画
整
理
地
内
に

あ
り
代
替
地
・
公
園
整
備
等

の
計
画
区
域
の
た
め
順
次
取

り
壊
し
が
進
ん
で
い
ま
す
。

報
告
で
は
道
路
に
か
か
る

９
戸
に
つ
い
て
は
、
早
め
に

契
約
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

す
が
公
園
予
定
地
に
あ
る
５

戸
に
つ
い
て
も
、
入
居
者
と

充
分
な
話
し
合
い
を
持
ち
な

が
ら
移
転
補
償
を
す
す
め
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

都
市
再
生
機
構
が

大
河
原
地
内
に
造

成
し
て
い
る
工
業

団
地
は
、
ほ
ぼ
皇

居
と
同
じ
く
ら
い

の
面
積
が
あ
り
ま

す
。
工
事
費
は
３

０
０
億
円
。
ぼ
ち

ぼ
ち
引
き
合
い
も
来
て
い
る

と
い
う
説
明
を
聞
い
て
も
、

壮
大
な
ム
ダ
使
い
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い

う
疑
問
を
ぬ
ぐ
い
さ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
▼
秩

父
で
は
秩
父
太
平
洋
セ
メ
ン

ト
が
普
通
セ
メ
ン
ト
の
生
産

を
中
止
す
る
こ
と
が
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
武

甲
山
は
削
ら
れ
、
企
業
は
撤

退
す
る
は
で
は
踏
ん
だ
り
蹴
っ

た
り
で
す
。
企
業
依
存
の
街

づ
く
り
の
危
う
さ
を
か
い
ま

見
る
思
い
で
す
▼
国
は
ド
イ

ツ
に
学
ん
で
１
０
年
後
に
は

木
材
自
給
率
を
５
０
％
に
、

１
０
０
万
人
の
雇
用
を
生
み

出
す
計
画
で
す
。
党
の
２
５

回
大
会
決
議
も
「
外
材
依
存

政
策
を
転
換
し
、
国
産
材
の

利
用
拡
大
で
林
業
・
木
材
産

業
を
再
生
さ
せ
る
」
と
し
て

い
ま
す
。
森
林
の
面
積
が
８

割
を
超
え
る
飯
能
市
で
す
。

当
て
の
無
い
企
業
誘
致
よ
り

も
、
地
に
足
を
つ
け
て
林
業

再
生
に
踏
み
出
す
時
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

発 行
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山 田 と し 子

090-4389-4439
新 井 た く み
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滝 沢 お さ む

090-7000-4481
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２０１０年３月７日 ＮＯ．１７１４

入
居
の
空
き
は
１
８
戸

市
営
住
宅
審
議
会
開
か
れ
る 国民の声で動き始めた政治をさらに前にすす

めるためには、どうしたらよいか、ご一緒に

考えましょう。

３月２７日（土）
午後２時開会

東松山市民文化センター大ホール

お話 笠井 亮 衆院議員

大門みきし 参院議員

伊藤 岳 参院埼玉選挙区候補

＊時間等の詳細は、後日お知らせします。

日本共産党埼玉県委員会



飯
能
市
坂
石
町
分
に
あ
る

「
吾
野
宿
」
で
、
第
３
回
吾

野
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
で
育
て
た
野
菜
や
果
物
、

西
川
材
を
使
っ
た
木
材
品
な

ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
域
で
は
、
夏
に
は

歩
行
者
天
国
に
し
て
「
西
川

ま
つ
り
」
を
開
催
、
吾
野
宿

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き

ま
し
た
。
今
年
の
吾
野
市
は
、

「
雛
飾
り
お
宝
展
ｉ
ｎ
飯
能

２
０
１
０
」
に
初
参
加
。
金

子
家
、
Ｊ
Ａ
吾
野
支
店
、
安

田
家
、
高
山
家
、
石
田
家
、

浅
見
家
、
大
河
原
家
の
７
ヶ

所
の
雛
飾
り
の
ほ
か
、
庭
園
、

民
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
浅
見

鉄
鋼
の
イ
ノ
シ
シ
ス
ト
ー
ブ

も
展
示
さ
れ
訪
れ
た
多
く
の

市
民
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

吾
野
宿
入
口
の
吾
野
橋
付

近
に
は
、
杉
丸
太
に
秩
父
街

道
「
吾
野
宿
」
の
大
き
な
看

板
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

吾
野
宿
に
何
本
も
の
の
ぼ
り

が
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。

吾
野
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し

て
か
ら
車
の
往
来
が
少
な
く

な
っ
た
吾
野
宿
。
歴
史
と
風

情
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
む
地
域
住
民
の
熱

意
と
パ
ワ
ー
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。中

藤
地
域
と
原
市
場
地
区

を
結
ぶ
倉
掛
峠
は
、
重
要
な

幹
線
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

２
月
１
８
日
午
後
６
時
頃
に

工
事
中
の
山
林
が
地
滑
り
を

起
こ
し
て
土
砂
を
押
し
出
し
、

現
在
不
通
に
な
っ
て
い
ま
す
。

歩
行
者
や
自
転
車
に
つ
い
て

は
旧
道
を
迂
回
路
に
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
通

勤
・
通
学
に
支
障
を
来
た
し

て
い
ま
す
。

担
当
課
の
話
に
よ
る
と
、

「
現
在
も
動
い
て
い
る
状
況

で
、
復
旧
に
は
時
間
が
か
か

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
月

中
に
は
旧
道
を
自
動
車
が
通

行
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

２０１０年３月７日 ＮＯ．１７１４

歴
史
と
風
情
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

吾
野
宿
で
吾
野
市

２
月
18
日
、
滝
沢
修
、

新
井
巧
両
市
議
と
日
本
共

産
党
飯
能
東
支
部
は
北
本

市
で
試
験
運
行
し
た
デ
マ

ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
を
視

察
し
ま
し
た
。
北
本
市
は

人
口
約
７
万
人
の
市
で
す

が
、
市
内
に
年
齢
60
歳
以

上
の
地
域
が
点
在
し
て
い

る
こ
と
が
調
査
で
明
ら
か

に
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
高

齢
者
対
策
と
し
て
デ
マ
ン

ド
交
通
を
昨
年
10
月
か
ら

12
月
ま
で
の
３
ヶ
月
間
実

施
し
ま
し
た
。
デ
マ
ン
ド

交
通
シ
ス
テ
ム
と
は
、
利

用
者
が
予
め
利
用
者
登
録

を
行
い
、
利
用
す
る
日
時

を
電
話
で
予
約
を
す
る
と

自
宅
ま
で
迎
え
に
来
て
目

的
地
ま
で
運
行
し
て
く
れ

ま
す
。
利
用
車
両
は
12
人

乗
り
ワ
ゴ
ン
車
２
台
で
、

委
託
し
て
運
行
、
東
京
大

学
が
開
発
し
た
オ
ン
デ
マ

ン
ド
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

て
い
ま
す
、
利
用
料
金
は

一
回
３
０
０
円
で
す
。
現

在
二
千
人
以
上
が
登
録
し
、

３
ヶ
月
間
の
利
用
人
数
は

２
千
９
１
９
人
、
一
日
平

均
31
・
７
人
が
利
用
し
て

い
ま
す
。
試
験
運
行
の
結

果
を
受
け
、
４
月
か
ら
は

年
間
３
千
万
円
の
予
算
で

本
格
運
行
に
な
り
ま
す
。

視
察
に
参
加
し
た
渡
辺

支
部
長
は
「
私
の
住
ん
で

い
る
所
は
一
日
に
３
本
の

バ
ス
し
か
公
共
交
通
機
関

が
な
い
、
市
街
地
に
出
る

た
め
に
タ
ク
シ
ー
を
使
う

と
片
道
で
１
５
０
０
円
に

も
な
る
た
め
、
高
額
の
負

担
な
り
と
て
も
不
自
由
し

て
い
る
。
地
域
の
住
民
と

一
緒
に
考
え
て
行
き
た
い

と
」
感
想
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

高
齢
者
に
や
さ
し
い
交
通
め
ざ
す

北
本
市
デ
マ
ン
ド
交
通
を
視
察

●
雪
解
け
の
畑
で
春
待
つ

ふ
き
の
と
う

た
く
み

●
極
む
れ
ば
限
り
な
き
春

オ
リ
ン
ピ
ア

●
三
月
の
空
よ
り
烈
火
降

り
し
こ
と

志
づ
え

地滑りで倉掛峠が不通

旧道を整備し

自動車も迂回可能に

後
期
高
齢
者
医

療
制
度
廃
止
い

ま
す
ぐ
に

２
月
19
日
、
全
日
本
年
金

者
組
合
が
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
い
ま
す
ぐ
廃
止

を
求
め
て
全
国
で
統
一
行

動
に
取
り
組
み
、
東
京
で

は
東
京
都
、
埼
玉
、
神
奈

川
、
千
葉
各
県
か
ら
参
院

議
員
会
館
前
で
の
座
り
込

み
や
国
会
へ
の
請
願
行
進

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
久

し
振
り
の
天
気
で
風
も
な

く
暖
か
い
中
で
元
気
よ
く

終
日
行
動
し
ま
し
た
。
特

に
民
主
党
連
立
政
権
の
公

約
違
反
に
強
い
怒
り
が
、

即
時
廃
止
を
求
め
る
声
と

な
っ
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。

国
会
前
で
は
日
本
共
産
党

の
高
模
ち
づ
子
衆
院
議
員

も
激
励
に
駆
け
つ
け
「
み

な
さ
ん
と
さ
ら
に
運
動
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
」

と
力
強
い
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
民
主
党
は
廃

止
を
４
年
も
引
き
延
ば
そ

う
と
し
て
い
る
許
せ
な
い
！

と
語
っ
て
い
ま
す
。
厚
生

省
に
は
千
人
を
超
す
人
が

「
年
金
引
き
上
げ
、
後
期

医
療
廃
止
」
な
ど
の
個
人

要
求
書
を
提
出
（
飯
能
３

５
名
分
）
し
、
行
動
は
終

了
し
ま
し
た
。

飯
能
年
金
者
組
合
か
ら
は

鏡
味
、
柴
崎
の
二
人
が
参

加
し
ま
し
た
。


